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■色の心理・生理効果

・48語の形容詞を示し、それぞれにイメー
ジする色を１、2，３色で表し、RGB要素
グラフ、色相配置図、トーン配置図、セル
フカラー・パレット、トーン・パターン・ツリ
ーを作成する。

・言葉（形容詞）からイメージした色を配色
表現し、分析、分類を通して色の要素の
機能を考察する。

・セルフ・カラー・パレットにより、自分の色
彩アイデンティティを客観的に把握し、
開発・活用できるようにする。

・統計的な色の心理効果のセオリーと自己
の感受性を比較してみる

・色の生理効果に関する資料を読み、生理
メカニズムに刺激を与える主波長エネル
ギーと、それにより生起される情動のあ
らわれを考える。

■色覚の多様性を理解し、ファイ
ンダビリティに配慮した配色方法
を学ぶ

2001年にW3Cの下位組織WAIから出
された勧告を受けて、webデザインの分
野では、ユーザビリティ、アクセシビリティ
に配慮した情報コンテンツを提供するこ
とが当然の作法として意識されています。
webに限らず、表現した意図が他の人に
正しく伝わっているかどうか、ということ
は、デザイン行為において重要な評価ポ
イントです。
色彩の問題に注目してみれば、視覚障害
（近年では”多様性”という捉え方に変
わってきています）とは、先天的、後天的
病気や事故によるもののほか、誰もが加
齢とともに経験する衰えに対応すること
が、わかりやすい取り組みといえます。
たとえば「色の違いで伝達される情報は、
色なしでも伝達できるようにする」「文字
色と背景色、画像中の色が十分なコント
ラストを持つようにする」ということです。
一方、ユニバーサリティという観点から
は、健常色覚者にとっても、美しく、わかり
やすい表現になっていることがになって
いることは重要です。
この課題では色を情報として活かすため
にヒトの視覚を理解し、これまでに取り組
んできた配色や色彩調和の考えにバリア
フリーという見識を加えて、視覚表現にお
ける総合的な理解と解決をめざします。

正常三色型 第二色弱（緑）

第二色弱（緑）

第一色弱（赤）

第一色弱（赤）

第三色弱（青黄）

第三色弱（青黄）

銀座線

丸の内線

半蔵門線

千代田線

色覚シミュレーションソフトを使って色変換した画像のカラー・スキームを再構成する。

■色彩と視覚効果
・色彩表現物の分析を通して構成（配色、
面積、位置、関係、素材、技法など）の効
果を評価する
・光と色の生理・知覚メカニズムの解明と
画材の開発、制作環境包囲光の変化から
絵画の歴史を考える。

色の感情効果とセルフカラーパレット

・自分は色相使い分け派？トーン使い分け派？
・言葉同士のイメージ距離と色相・トーンの距離に相関傾
向が見いだせるか？

・感情イメージは色相とトーン、どちらの影響が強い？
・多くの人のチャートに共通していえることがあるか？
・色相、トーンのパターン・マップから言葉と配色パターン
に相関傾向が見いだせるか？

色相角度配置図からの配色パターン抽出／トーン配置図からの配色パターン抽出

ゲーテが色陰現象で知覚した女性の実体を再現し、負残像を生起する視覚メカニズムを検証する試み。

ユニバーサル・デザイン

美術史


